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ENERGY Gift mini プロジェクト 
 
 
本プロジェクトは、「エネルギーをデザインして社会を変える。」というモットーのもと、途上国
における社会貢献プロジェクトの新しいひな型を開発し、それを実践する目的で行われた。
それはタイの無電化エリア、ハン島の子供たちに、夜でも宿題ができるよう、再生可能エ
ネルギーを利用した、ソーラーLED を届けるプロジェクトである。しかし、ただ完成したプロダ
クトを寄贈する従来型の一方通行的な社会貢献プロジェクトではなく、その持続可能な
活動を目指すチーム作りから計画された。 
 
本プロジェクトは、タイ現地大学 KMUTT と共に、現地学生らのために、自らの国内の社
会問題への気づき、学びの体験、支援することの重要性や達成感などを提供しつつ、イ
ンフラの整っていないエリアへの支援をも同時に達成することを目指したアカデミック・プロ
ジェクトである。この目的達成のため、下のように「３つの教育」に根差した、新たな社会
貢献プロジェクトの在り方を計画し実践した。 
 
 
1) 大学教育：プロダクト開発 
現地 KMUTT大学との連携により、電子工作、ロボット工学、デザイン学科等のカリキュ
ラムに本プロジェクトの開発を取り込み、高等教育の一環として、デザイン開発を行った。
ワークショップ、イベント等に参加した学生らは、皆それぞれの分野の専門知識を持った、
学生らであったが、領域を横断して一つのプロジェクトを完成させることは、通常の授業で
は体験できない有意義な教育プログラムであった。また、この活動は、自国内に未だ解
決されていないエネルギー問題、貧困問題、社会貢献の姿勢などを学ぶ良い機会を、
現地の学生たちに与えることができた。 
 
 
2) 小学校教育：教育玩具 
このプロダクトは、組立てキットとして、子供たちに配られた。これは 4 ステップで簡単に組
み立てられる教育玩具である。自ら組み立てることにより、子供たちは、ソーラーパネルが
発電し、バッテリーに蓄電され、LED が光るという仕組みを、体感的に学ぶことが可能で
ある。これは、Renewable Energy Native の子供を育てるという大きな目的を担ってい
る。また都市部の子供たちは、この組立てワークショップに参加することによって、まだ電気
の無い子供たちの存在を知ることとなり、これからの社会のありかたを考える切掛けになっ
てくれればと期待している。 



 
3) 無電化地域教育：進学率の向上 
途上国にはまだ沢山の人々が電気の無い生活を強いられており、タイにも、国境や離
島などに、まだそのような地域が多く残されている。そのエリアの子供たちの進学率は低く、
高等教育の行き届かないコミュニティーは、産業も乏しく、経済状況は一向に改善され
ない。故にインフラを整備する機会がないまま、地域住民は暗い夜を過ごさなければなら
ないという悪循環に陥っている。この悪循環を少しでも緩和できるよう、ソーラーLED で無
電化地域の子供たちに、学びの面白さとその可能性に触れてもらうために、このプロジェ
クトはデザインされている。このプロダクトの面白さに魅了された子供たちが、中学校へ、
高校へと積極的に進学を目指してくれることを期待している。 
 
 
結論： 
途上国におけるインフラ整備や、無電化エリアへの支援など、先進国からの大規模な支
援資金で行われている地域で、これらは大きな成果を生んでいる。では、そのようなプロ
ジェクトが興らない地域はどうなのだろうか？向こうから支援が来るまで待つのではなく、
積極的に自分たちで取り組める方法を本プロジェクトで実践した。我々のように潤沢な
資金がなくとも、社会貢献活動に一定の成果を出せたことは、今後、途上国のコミュニ
ティーが自ら歩き出せるモデルとなりえることが証明された。途上国においても、現地大学
のリソースは多くの場合十分にあり、支援チームの形成が上手に出来れば、社会支援活
動の地産地消が可能といえる。今後このプロジェクトを積極的に継続し、この持続可能
性を実践していきたい。 
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